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自己紹介
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斎藤寛彰 SAITO Hiroaki

・一般社団法人建設テック協会 事務局長 

・早稲田大学 理工学術院総合研究所 招聘研究員

・建設テック系スタートアップ企業の支援

・Mechasys (9373-6817 Quebec inc.) Evangelist

・株式会社KENZO Executive Fellow

・SORABITO株式会社 エバンジェリスト

・某建設テック系スタートアップ企業 事業アドバイザー

・某ベンチャーキャピタル ベンチャーパートナー

略歴

1987年岡山県生まれ。東京工業大学大学院を修了後2012年にゼネコンに入社。 施
工管理、エンジニアリング、BPR / ICT戦略、経営企画などを経験後、現在はオープ
ンイノベーションやスタートアップ投資、新規事業開発、データサイエンスを担当。
業務の他、建設業界に関する研究活動も行う ※BPR: Business Process Re-engineering（業務改革）

資格・学位：一級建築士 / 応用情報技術者 / 技術経営修士（専門職）/ 修士（工学）

賞 罰：東京都 都知事杯オープンデータハッカソン 最優秀作品賞

デジタル庁 マイナポータルハッカソン 審査委員特別賞

東京工業大学 MOT優秀発表賞 他

建設産業
Construction Industry

企業経営
Business 

Administration

イノベーション
マネジメント

Innovation 
Management

興味関心領域
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自己紹介 | 建設業を対象とした主な研究

Changes in Research and Development 
of Major General Contractors in Japan 
in the last 10 years

建築工事における管理業務の
負荷に関する調査研究

テキストマイニングによる
建設現場の労働災害状況の分析

建築工事管理業務における
オフサイト化可能な工数の推定

に関する基礎的研究

建築施工管理者の定常業務
における役職別業務工数と
情報伝達媒体の電子化傾向

建築生産組織における職務満
足度の特徴と従業員エンゲー

ジメントに影響する要因

専門工事会社の従業員における職
務満足度の特徴とワーク・エンゲ

イジメントに影響する要因

建設技能者のワーク・
エンゲイジメントに関する研究

日本建築学会技術報告集,2018

日本建築学会計画系論文集, 2020 日本建築学会計画系論文集, 2024 日本建築学会計画系論文集, 2024 日本建築学会計画系論文集, 2025

日本建築学会技術報告集, 2022 ICCEPM, 2024 建設ロボットシンポジウム論文集, 2025

https://www.jstage.jst.go.jp/article/aija/89/819/89_896/_article/-char/ja/
https://scholar.google.com/scholar?hl=ja&as_sdt=0,5&q=Hiroaki+Saito+iccepm&btnG=#d=gs_qabs&t=1733303015409&u=#p=HMz0jMjVvOkJ
https://doi.org/10.3130/aija.89.2444
https://www.jstage.jst.go.jp/article/aija/85/769/85_657/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/aijt/28/70/28_1506/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/aijt/24/56/24_391/_article/-char/ja/
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企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データと
デジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、
製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、
業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を
変革し、競争上の優位性を確立すること

Source：経済産業省

DX
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• 製品やサービス

• ビジネスモデル

• 業務そのもの

• 組織

• プロセス

• 企業文化・風土

DXの定義の分解（活用対象×変革対象×目指す状態）

• DXの定義を分解すると、活用対象、変革対象、目指す状態の組み合わせになる

• そのため、自社が何を重点的に取り組むべきか見定め、優先順位を確認することも大切

• データ

• デジタル技術
生成AI, LLM, Deep Learning、
ブロックチェーン等最先端のも
のから、Webやインターネット
等以前からある技術まで

活用対象 変革対象 目指す状態

• ビジネス環境の激し
い変化に対応

• 競争優位性の確立
× →

※DXのとらえ方の一例
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• 製品やサービス

• ビジネスモデル

• 業務そのもの

• 組織

• プロセス

• 企業文化・風土

DXの定義の分解（活用対象×変革対象×目指す状態）

• DXには①技術オリエンテッドと、②課題オリエンテッドアプローチが存在することを認識

• DXに関するスタートアップ企業の情報収集や面談、PoCをしてきた経験則から、①のアプロー
チはDXにおいて難しいアプローチである可能性がある

活用対象 変革対象 目指す状態

• ビジネス環境の激し
い変化に対応

• 競争優位性の確立
× →

①技術オリエンテッド

②課題オリエンテッド バックキャスティング

フォーキャスティング

• データ

• デジタル技術
生成AI, LLM, Deep Learning、
ブロックチェーン等最先端のも
のから、Webやインターネット
等以前からある技術まで

※DXのとらえ方の一例
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DXの過程でよくみるパタン（参考）

• 特定の技術に着目した場合や優位性を持つ場合（②）、課題のない領域に強引にサービスを投
入し、PoCの次のステップに進まないことも多い

• 一方で、目指す状態からのバックキャスティングにより変革対象を分析し、必要なデジタル技
術を採用していくパタンは、地味だがDXには効果的な場合が多い

活用対象 変革対象 目指す状態× →
①技術オリエンテッド

②課題オリエンテッド バックキャスティング

フォーキャスティング

〇〇の技術は●●の業務の
効率化に繋がるのでは？

そこに課題は
ないんだけど・・・

• 意思決定にかかるリードタイ
ムを半減したい

• デジタルサービスも提供でき
る会社になりたい など

• 〇〇の業務のデジタル化を進
める必要がある

• ▲▲の技術に詳しい社員を採
用する必要がある

• 〇〇の業務に●●の技術・サービ
スを適用してLTを半減する

• ▲▲の技術を使って内製アプリを
開発する
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• 製品やサービス

• ビジネスモデル

• 業務そのもの

• 組織

• プロセス

• 企業文化・風土

DXの定義の分解（活用対象×変革対象×目指す状態）

活用対象 変革対象 目指す状態

• ビジネス環境の激し
い変化に対応

• 競争優位性の確立
× →

建設業側が中心となって考えるべき部分
スタートアップ企業など

デジタル系企業の強みが活きる部分

• データ

• デジタル技術
生成AI, LLM, Deep Learning、
ブロックチェーン等最先端のも
のから、Webやインターネット
等以前からある技術まで

建設業がDXを成功させるためには、待っているだけではいけない ※DXのとらえ方の一例
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なぜ、スタートアップと共創か？
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期待が集まるスタートアップ企業

11

Source: スピーダスタートアップ情報リサーチ

1146

2056
2627

3784

5083

6233
5724

8827

9889

8139
7793

1699

2067 2276
2678

3428 3632 3687
4098 4233

3939

2869

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

国内スタートアップ資金調達額と社数

資金調達総額（億円）

資金調達社数（社）

• 直近10年間ではスタートアップの資金調達社数と金額は増加傾向

• 岸田前総理がイノベーションの柱にスタートアップを位置付け、2022年を「スタートアップ創
出元年」と宣言、スタートアップ支援政策を強化

スタートアップによる経済効果

直接効果

10.47兆円

直接効果 + 間接波及効果

創出GDP

19.39兆円 

雇用創出

52万人 

所得創出

3.17兆円

Source: 経済産業省
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スタートアップ企業に期待が集まる理由

12

Clayton M. Christensen (1997)The Innovator‘s Dilemma を参考に解釈し、一般論として作成

大企業・優良企業では、イノベーションが生まれにくい構造的な問題がある

合理的な判断が
はたきやすい

（合議制）

サンクコスト
効果

組織慣性力・
官僚制の逆機能

変化に対してリスク
回避行動を取りやす
い（変化しない）

プロセスイノベーションが
起こりにくい

トップが大胆な
意思決定が可能

レガシー
システムがない

ルールは
変えるもの

大胆な変化を
起こしやすい

大企業・優良企業の性質・構造 スタートアップ企業の性質・構造

• 建設業にはあまりない性質
• イノベーションが期待できる
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建設テックスタートアップの成功を阻む壁

• 多くの建設テックスタートアップにとって、建設業の中での業務や課題を正確に観測すること
が難しい

• 理由は、人材流動性の低さ、安全管理上の問題、業界構造や商流の複雑さなど

建設テック
スタートアップ

建設業

壁 進みが遅いDX

• 内製開発の経営リソース不足

• いいプロダクトに巡り合えない

• 実績のある製品・サービスを好み
スタートアップの採用には慎重

建設業の課題の解像度が低い

•建設業の経験者を採用しにくい

•建設業の業務課題が見えにくい

•開発中の製品・サービスを試し
てもらえない
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建設テックスタートアップの成功を阻む壁

• 建設業を支えるスタートアップ企業に、業界や業務課題知ってもらうことで育成し、相互的な
発展を目指していく考え方が有効

• 建設テック協会の取り組みにつながる

建設テック
スタートアップ

建設業

ニーズ

課題の共有

仮説を伝える
シーズ
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建設業だけで解決するには多すぎる課題

• 現代建設業における「縮小する建設業」と「需給バランスの崩壊」は建設業のみで解決できる
問題の域を超えている

• そのため、建設業の視座を拡張することで、発展的な解決方法を探る必要がある

深刻な
人手不足

技能継承の
停滞

建設業の
廃業の増加

急速な
高齢化

建設費の高騰

デジタル化
の遅れ

長時間労働など
労働環境問題

需要を消化で
きない

建設投資の
増加

インフラの
老朽化

若手入職者の
減少

修繕需要の
増加

技能者の引退
加速

低い
生産性

発注の
先送り

需要サイドの影響

供給サイドの影響

縮小する建設業

受給バランス
の崩壊

※仮説モデルであり、検証された影響ではない
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設計
• 構造設計
• 土質設計
• 積算
• 発注仕様書

企画
• 需要調査
• 関係者協議
• 概略計画
• 費用便益分析

調達
• 入札
• 広告・応札
• 契約

施工
• 施工管理
• 施工
• 出来形確認

維持管理
• 定期点検・モニタリング
• 補修・補強
• 劣化予測・ライフサイク
ルコスト

• アセットマネジメント

解体
• 開発企画
• 解体

建設業が担う建設プロセス

深刻な
人手不足

デジタル
化の遅れ

建設費の
高騰

技能継承
の停滞長時間

労働

インフラ
の老朽化

急速な
高齢化

廃業件数
の増加

建設業だけで解決するには多すぎる課題
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建設業の視座を拡張・発展する「超広義の生産活動」

建設テックなどの製品・サービス提供者

超広義の生産活動

• 建設テックなどの、建設産業向けの製品・サービス提供者も、建設プロセスを担う重要なパー
トナーと位置づけ、相互に発展していく必要がある

• 「建設業における超広義の生産活動」と仮に定義

設計
• 構造設計
• 土質設計
• 積算
• 発注仕様書

企画
• 需要調査
• 関係者協議
• 概略計画
• 費用便益分析

調達
• 入札
• 広告・応札
• 契約

施工
• 施工管理
• 施工
• 出来形確認

維持管理
• 定期点検・モニタリング
• 補修・補強
• 劣化予測・ライフサイク
ルコスト

• アセットマネジメント

解体
• 開発企画
• 解体

建設業が担う建設プロセス
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建設テック（Con-Tech）とは

生産プロセス

• 企画

• 設計

• 調達

• 施工

• 維持管理

• 解体 など

テクノロジー

• 生成AI

• LLM

• SaaS

• AI / Deep Learning

• データサイエンス

• 制御技術

• 衛星データ

• クラウドソーシング など

建設テック（ConTech）

• 施工管理ツール

• ボリューム検討ツール

• 職人マッチングサービス

• 安全管理ツール

• EDI（電子商取引）

• AIカメラ など

× →

• 建設とテクノロジーを掛け合わせた造語・概念

• 建設産業の課題に対してデジタル技術を用いて解決に導く製品・サービスあるいは企業を表す

※建設テックの考え方の一例
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建設テック企業・サービス
Source: ON SITEX Photoruction

建設テックカオスマップ
ロゴ使用の許可を取っていないため

配布資料では割愛させていただきます



© Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved.

About Us
私たちについて

新しいテクノロジーの調査や環境整備など
を通じて、国内外の建設産業を持続的に発
展させるための社会基盤実装を目的に2022
年に設立した業界団体です。建設会社をは
じめ、大学などの教育機関、建設テック企
業、スタートアップなど多様なメンバーで
構成されています。

Member

会員

建設業
Construction

大学
Academia

建設テック
スタートアップ
Con-Tech Startup

立場の異なる3者が
共通のテーマで集う

コミュニティ
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Activities
協会の取り組み
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建設テックゼミ

• 建設系（建築・土木・都市工学など）の学生向けに、主に下記 3種類のゼミを提供

• 現在は芝浦工大、東京電機大の学生が中心だが、今後拡張予定（学生・先生であればどなたでもウェルカム）

プログラミング入門 建設テックキャリア デジタル系研究事例紹介

•初めてプログラミングを行う方向けに、
Pythonコードや、API連携の実践

•AIを用いた最先端のプログラミング技
術を教えて自分の研究で使える技術を
教える

•建設関係のデジタル系のキャリアを歩
んでいるロールモデルの方をお招きし
取り組みを紹介

•キャリアの選択肢を広げ、将来デジタ
ルの側面で建設業を担う人材を育成

•学生や社会人が、自身で取り組んでい
るデジタル系の研究事例を紹介し、相
互に刺激しあう

•先輩後輩、他大学の事例などを参考に
視野を広げる
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スタートアップ協業CG

• ゼネコンのスタートアップ連携担当者と建設テック系スタートアップ，VC（ベンチャーキャピタ

ル）の交流の場を提供

• 従来交わることの少なかった 3者が緩く集い、イノベーションに向けた関係性を構築する場

建設テック系

スタートアップ

ゼネコンなど

建設関連企業
ベンチャー
キャピタル

2024年4月26日 スタートアップ協業cg #6第一部
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開催日 会場 参加者 登壇企業１ 登壇企業２ 登壇企業３ 登壇企業４

#1 2022.07.01 SoftBank Genesia Ventures
慶應イノベーション・

イニシアティブ
戸田建設 -

#2 2023.03.01 SoftBank 大和企業投資 戸田建設 SORABITO -

#3 2023.05.17 SoftBank グローバルブレイン 清水建設 DataLabs -

#4 2023.09.15 SoftBank Great Wave Ventures 戸田建設 クラフトバンク -

#5 2024.01.24 SoftBank 01 Booster 東急建設 大林組 フォトラクション

#6 2024.04.26
清水建設
Novare

Incubate Fund JR東日本スタートアップ LisB ASIBA

#7 2024.10.08

Tokyo 
Innovation 

Base
約100名

（基調講演）
国土交通省

清水建設、戸田建設、
東急建設

クラフトバンク、UPBOND、ジザイエ、
フォトラクション、Spiral、Griffy

#8 2025.07.10
戸田建設

本社
waypoint venture 

partners 
前田建設工業 nat -

これまでの登壇企業 青：VC等 赤：ゼネコン等 緑：スタートアップ等
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建設テックAtoZ | Apple Podcast, Spotify, note で非定期配信

• 建設テック関連の起業家や起業家候補、スタートアップで働かれている方々向けのチャンネル

• 初歩からわかる建設領域の解説と、建設関連のニュースやテクノロジー、スタートアップにつ
いて深堀りする

• 2024年9月から非定期配信、現在14回。本チャンネルを機に多くの建設テック起業家候補者と
面談（壁打ち）・助言を実施

メインパーソナリティ
 

平田拓己

waypoint venture partners  
Founding Partner

ベンチャーキャピタリストの視点で建設
業界やスタートアップについて解説

斎藤寛彰

一般社団法人建設テック協会 事務局長

建設業界やスタートアップを知る立場と
してトレンドや事例、建設業の課題、注
目のテクノロジーについて解説

×

© Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved.

建設テックAtoZ
回 テーマ 公開日

#1
今、建設業界に注目すべき理由と業界の概観
~70兆円の建設投資と伸びている背景

2024年9月3日

#2
スタートアップが活躍しやすい状況になってきている建設業界
~業界の変化とルールチェンジ~

2024年9月18日

#3
建設業界における顧客ターゲット
~同じ建設でもターゲットで課題が大きく変わる~

2024年10月2日

#4
建設業界向けサービス開発企業の事業機会と成功のカギ
~PoCが進んでも正式導入されにくいサービスの特徴~

2024年10月16日

#5
建設領域での本質的課題探しと改善インパクトの考え方
~実体としての負荷と心理的な負荷~

2024年10月30日

#6
建設テックスタートアップの事例
~人手不足・モジュラー建築・DAC・進捗管理~

2024年11月13日

#7 建設領域でのAI活用の方向性とスタートアップならではの戦い方 2024年11月27日

#8
建設×生成AIで取り組む際のポイント
~データへのアクセス・ボリューム・市場の前提~

2024年12月11日

#9
24年の振り返りと25年の注目トピック
~M&Aを活用したスタートアップによる直接参入~

2025年1月15日

#10
「困っている人がいたら見捨てておけない」創業のきっかけと現場の声からの事業変化
~SORABITO株式会社青木隆幸さん：前編~

2025年2月19日

#11
#11 戸田建設からの出資前後の取り組みとビジョンに基づいた直近の事業展開
~SORABITO株式会社青木隆幸さん：後編~

2025年3月5日

#12
業界経験のない起業家が建設業界にチャレンジするために
~課題の特定と課題の解き方を考える際の接点の持ち方と取り組み方~

2025年3月19日

#13
トンネル・ダム・道路…巨大インフラを支える土木の世界
~前田建設工業岩坂さん・林さん：前編~

2025年5月14日

#14
「背中を見て学べ」はもう終わり、土木業界の課題と現状の取り組み
~人手不足への対応とアセット・データの共有化~

2025年5月28日

ゲスト #10 #11

SORABITOファウンダー青木隆幸氏

ゲスト #13 #14

前田建設工業 執行役員岩坂照之氏 
                  東京支店作業所長林幸一氏
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これまでご参加頂いたスタートアップ企業（抜粋）

TBD TBD TBD

株式会社L is B
フィードワーカー向けビジネスチャット
「direct」及び施工管理に必要な所機能を提供

クラフトバンク株式会社
専門工事会社用業務アプリ「クラフトバンク
オフィス」及び工事受発注プラットフォーム

株式会社UPBOND
企業のIDに関連する課題を解決する個人主権
型のログイン基盤「Login3.0」を展開

SORABITO株式会社
現場の安全管理を効率化する「GENBAx点検」
や建機レンタル受発注アプリ「i-Rental 注文」

DataLabs株式会社
3次元データを活用した配筋検査自動化ツール
「Modely（モデリー）」等を展開

株式会社KENZO
建設業界向けのクラウド型受発注プラット
フォーム「建設PAD」を展開

MODE, Inc.
現場DXを加速させるIoTソリューション及び
そのデータ分析基盤を提供

BH株式会社
建物や建設プロセスにおけるIoTとクラウド技
術を活用したサービスを展開

株式会社SHO-CASE
施工現場向けに、QRコードスキャンで労務管
理を効率化する「SHO-CASE」の展開

Sustineri株式会社
既存の見積書式から、アップフロントカーボ
ンを自動算定する「Susport建設」等を展開

株式会社シーラテクノロジーズ
資産運用プラットフォーム「利回りくん」を
中心としたプロップテック事業を展開

株式会社フォトラクション
主に施工管理者向けの建設支援クラウド
「Photoruction」の展開

株式会社ゴーレム
建設生産過程で生じるCO2排出量計算ツール
「GORLEM CO2」の展開

Cellid株式会社
ARグラス用のディスプレイ・モジュールと空
間認識ソフトウェアの開発・販売

株式会社Spiral
非GNSS環境下に特化したドローン自律飛行
システム「MarkFlex Air」を開発

Arithmer株式会社
土木現場向けに、作業工程のリスク分析やコ
スト削減を提供する「建設AI」の提供

ランディット株式会社
中長期利用の駐車場を手配できるサービス「at 
PORT」短時間利用の「PIT PORT」の提供

© Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved. © Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved.

まとめ
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• 建設業は、建設テック企業を
共に課題解決に挑むパートナーとして
位置付けて考えることが重要

•

• 建設テック協会は業界課題や知識を
建設テック企業に共有し、
また交流の場も創出することで、
相互的な発展を目指す

© Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved.
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Appendix：

生産プロセスのDXに挑む
建設テックスタートアップ企業

© Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved. © Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved.

事例： 土木現場向けのIoT・AIソリューション群

• 土木現場に領域を限定して、IoTやAIのソリューション群を提供

• 多くの建設現場に足を運びながら、ゼネコンと共同して製品開発した実績が豊富

土木の施工現場に特化したデジタルソリューション群を展開
配筋検査ARシステム

「BAIASⓇ」

AI 計測 検知 発報

遠隔 カメラ 電源 通信

© Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved.

事例： 建設業向けEDI（電子商取引システム）

• 建設業者間で ①見積依頼 ②見積作成 ③注文（発注）④契約 ⑤請求 / 支払 が行えるシステム

• 紙の見積や請求の郵送手間等を削減し、取引のスピード化、効率化を行う

• 知的財産（特許）の実施権を付与し、新機能開発を支援

建設 PADの仕組み 建設 PAD のイメージ

元請 一次請け 二次請け 三次請け

契約/取引 契約/取引 契約/取引

© Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved.

事例： 建機レンタル・現場点検のDX

• レンタル機械のオンライン受発注プラットフォームにより、即時簡単に注文

• 現場のあらゆる点検をペーパーレスにするアプリ「GENBAx点検」

測量機器 ファン 発電機

高所作業車 フォークリフト 水中ポンプ 投光器

建築工事現場の主なレンタル品と主な注文方法

電話注文

現場の点検をペーパーレスに「GENBAx点検」
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事例：ゼネコン向け施工管理支援アプリを提供

• ゼネコンの施工管理業務の支援アプリを提供

• BPO（Business Process Outsourcing）メニューが充実、施工現場の業務を外注することが可能

• 大量の施工状況写真をスマホやタブレットからから簡単管理、BIMモデルの閲覧環境も提供

Source:フォトラクションHP
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事例：専門工事会社のためのDX

• 専門工事会社で働く職人向けの、事務作業に関するツールのオールインワンアプリを提供

• 技能者の採用支援サービスも提供を開始

Source:クラフトバンクHP

© Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved.

事例：非GNSS環境下における自律飛行ドローンシステム

• 非GNSS環境下でのドローンの自動航行には、LiDAR SLAM技術（レーザー距離計による自己
位置推定技術）を使うことが多い

• 一方で、LiDARそのものが高価であったり、特徴点のない環境に不向きであることからＱＲ
コードによる自動制御技術が有効

Source:Spiral HP

© Construction Tech Association of Japan, 2025. All rights reserved.

事例：見積書の自然言語処理によりGHG排出量を推定

• アップフロントカーボン（新築時のGHG排出量）を算定

• 見積書を自然言語処理することで、見積項目とGHG輩出原単位を自動割り当て

• プラットフォーム上でクレジットの調達が可能で、カーボンオフセットの代行も可能

Source: Sustineri HP
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事例：衛星写真を基に、駐車場候補地を探索

• 建設現場における駐車場用地の確保支援サービスを提供

• 衛星画像の解析で適地を検出し、駐車場を貸したい人と停めたい人のマッチングを行う

Source: LANDIT HP
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